
（岡山市中区中井～東区宍甘）（岡山市中区中井～東区宍甘）（岡山市中区中井～東区宍甘）

県道96号県道96号県道96号岡山赤穂線岡山赤穂線岡山赤穂線

［E-mail］toubudouro@city.okayama.lg.jp　［HP］https://www.city.okayama.jp/

岡山市都市整備局道路部

東部幹線道路建設課
〒704-8555 岡山市東区西大寺南一丁目2-4

☎（086）944-5053 FAX（086）944-5055
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出典：国土地理院

県道96号 岡山赤穂線

内環状線

中環状線

外環状線
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東岡山～岡山間の混雑解消
集中交通の円滑な分散導入による渋滞緩和
東岡山～岡山間の混雑解消
集中交通の円滑な分散導入による渋滞緩和
東岡山～岡山間の混雑解消
集中交通の円滑な分散導入による渋滞緩和
岡山市中区中井から岡山市東区宍甘までの県道96号岡山赤穂線は、岡山市の幹線道路の骨格となる岡山環状道路（外環状
線）として位置づけられ、東岡山～岡山間の交通混雑の解消に大きな役割を担っています。
平成27年度から岡山市中区土田から岡山市東区宍甘に至る0.8㎞に着手したのち、平成28年度に残る岡山市中区中井から
岡山市中区土田に至る2.7㎞の事業に着手しました。

（中央分離帯）
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東岡山～岡山間の主要路線である国道250号の交通が転換す
ることにより混雑解消が期待されます。また、県道東岡山御津線
とあわせて岡山吉井線の混雑の解消も期待できます。

◆交通混雑の緩和、移動時間の短縮
沿道地域は幅の狭い道路が多く、救急活動や避難行動に課題
があります。また、通過交通などにより歩行者に危険が生じてい
ます。バイパスの整備により地域の防災性や安全性、生活環境
の向上が期待されます。

◆地域の防災性や安全性の向上

注）＜車通行可＞車道（車道、歩道の区別がない場合も含む）上に倒壊建築物が
あるが通行可能なもの　＜歩道まで倒壊＞歩道上に倒壊建築物があるが、それ
が車道までは及んでいないもの
※出典：都市防災実務ハンドブック編集委員会（2005）『震災に強い都市づくり・
　地区づくり手引』ぎょうせい

●所要時間の短縮
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【現状】国道250号経由

【整備後】岡山赤穂線経由
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（幅員m）

通行不可（構成比率） 人通行可 車通行可 歩道までの倒壊阪神・淡路大震災における
　道路幅員と道路閉塞の関係
阪神・淡路大震災では、建物等の倒壊に伴う道路閉塞に
より、幅員4m未満の道路では約73％が、幅員4～6mの道
路では約63％が、幅員6～8mの道路では約33％が歩行
者も通行不能となりました。ここから、地区スケールの道
路や通路では、二方向避難の確保がいかに重要かが分
かります。

写真①国道250号の交通状況

写真②窪田踏切付近の交通状況

写真③周辺生活道路の交通状況

昭和44年5月20日

平成13年7月12日

平成22年8月10日

平成25年3月28日

平成26年6月19日

平成27年4月9日

都市計画決定

事業認可（中島～中井）

百間川左岸～中井　供用開始

中島～中井　供用開始（４車線）

都市計画変更（中井～宍甘）

地域高規格道路整備区間指定（中井～宍甘）

新規事業化（国発表）

路線名

区間

延長

道路規格

車線数

設計速度

主要地方道　岡山赤穂線（中井～宍甘）

岡山県岡山市中区中井

～岡山県岡山市東区宍甘

延長3.5km

4種1級

4/4車線（幅員26.0m）

60km/h


